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自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合

や
目
黒
区
、
東
急
電
鉄
な
ど
が

出
資
す
る
自
由
が
丘
の
ま
ち
づ

く
り
会
社「
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
・

ス
ピ
リ
ッ
ト
」（
渡
邊
靖
和
代

表
取
締
役
）
は
６
月
30
日
、
目

黒
区
か
ら
「
都
市
再
生
推
進
法

人
」の
指
定
を
受
け
た
。

　

都
市
再
生
推
進
法
人
と
は
、

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
法
人
と
し
て
市
町
村
が
指
定

す
る
も
の
。
法
人
指
定
を
受
け

た
団
体
は
行
政
の
補
完
的
機
能

を
担
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

を
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

　

自
由
が
丘
は
70
年
代
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
主
に

街
の
ハ
ー
ド
面
を
担
当
す
る
同

社
を
２
０
０
２
年
に
設
立
。
国

が
推
進
し
た
中
心
市
街
地
活
性

　

自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合

は
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
支

援
し
よ
う
と
イ
ベ
ン
ト
や
協

力
店
舗
で
募
っ
た
義
援
金
約

１
３
０
万
円
を
被
災
地
の
商
店

街
に
寄
付
す
る
と
発
表
し
た
。

　

組
合
は
「
自
由
が
丘
ス
イ
ー

ツ
ハ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
銘
打
ち
、
４
月
29
日
〜
５
月

５
日
に
開
催
し
た
「
自
由
が
丘

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
で

来
場
者
か
ら
義
援
金
を
募
っ
た

　

目
黒
区
の
観
光
と
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
「
め
ぐ
ろ
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
会
」
の
名
誉
会

長
に
、
タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
さ

ん
が
就
任
し
た
。

　

協
会
が
一
般
社
団
法
人
化
す

る
の
を
機
に
、
目
黒
区
在
住
の

タ
モ
リ
さ
ん
に
「
目
黒
の
ま
ち

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
、
目
黒

区
の
魅
力
を
広
め
て
ほ
し
い
」

と
就
任
を
依
頼
し
た
。

　

目
黒
区
商
店
街
連
合
組
合
会

会
長
で
、
自
由
が
丘
商
店
街
振

興
組
合
の
岡
田
一
弥
理
事
長
は

「
目
黒
区
に
28
年
お
住
ま
い
で

地
元
を
知
り
つ
く
し
た
タ
モ
リ

自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合

熊
本
の
商
店
街
に
義
援
金

め
ぐ
ろ
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

タ
モ
リ
さ
ん「
名
誉
会
長
」に

ほ
か
、
同
組
合
員
有
志
の
店
舗

20
店
が
６
月
末
ま
で
店
頭
に
募

金
箱
を
設
置
し
て
義
援
金
を
受

け
付
け
た
。

　

集
ま
っ
た
義
援
金
は
「
被
災

者
の
暮
ら
し
を
支
え
、
私
た
ち

と
同
じ
『
商
店
街
』
で
役
立
て

て
も
ら
い
た
い
」（
同
組
合
）と
、

熊
本
市
の
中
心
部
・
下
通
（
し

も
と
お
り
）
ア
ー
ケ
ー
ド
を
構

成
す
る
４
つ
の
商
店
街
を
統
括

す
る
「
下
通
繁
栄
会
」
と
、「
熊

化
法
に
基
づ
き
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
ま
ち

づ
く
り
機
関
）
認
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
法
改
正
で
公
共
性
が

薄
ま
る
立
場
と
な
っ
た
。

　

同
社
は
今
回
の
法
人
指
定
で

組
織
体
制
を
再
整
備
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
強
化
に
努
め
る
。

自
由
が
丘
の
ま
ち
づ
く
り
会
社  
ジ
ェ
イ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

区
が「
都
市
再
生
推
進
法
人
」に
指
定

本
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
」に
届
け
ら
れ
た
。

　

同
組
合
は
「
地
震
で
被
害
を

受
け
た
熊
本
県
内
の
商
店
街
の

復
興
を
少
し
で
も
応
援
で
き
れ

ば
」と
話
し
て
い
る
。

発行：自由が丘商店街振興組合
〒152-0035
東京都目黒区自由が丘1-29-16
TEL 03（3717）4541
FAX 03（3717）4549
発行責任者：岡田一弥

街の情報をウエブサイトで提供
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自由が丘 検索

さ
ん
の
就
任

は
、
目
黒
区

全
体
そ
し
て

自
由
が
丘
に

と
っ
て
も
大

変
う
れ
し
い

こ
と
」
と
期

待
を
寄
せ
る
。

青木英二目黒区長（写真右）と握手をする
タモリさん（写真：目黒区提供）

都市再生法人の関係フロー

市町村 
（＊目黒区）

都市再生推進法人

まちづくり団体
（社団・財団法人、NPO
法人、まちづくり会社）

（＊ジェイ・スピリット） 国

国・市町村による支
援(民間まちづくり
活動促進事業等)

エリアマネジメント
融資（無利子貸付）

税制特例 民都機構による支援

市町村都市
再生協議会

（都市開発事業
を施行する民
間事業者も参
加可能）

協議会を組織可能

国などによる支援が受けられる

指定
都市再生
整備計画
を提案

社 会 資 本 整
備 総 合 交 付
金、民間まち
づくり活動促
進事業等によ
る支援
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セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

「
コ
コ
ロ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

　

車
椅
子
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
お

年
寄
り
が
安
心
し
て
出
か
け
ら

れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
コ
コ
ロ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
計
画
」
理
事
長
の
池
田

君
江
さ
ん
を
迎
え
、
い
ま
必
要

と
さ
れ
て
い
る
「
お
店
の
コ
コ

ロ
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

　

同
計
画
の
活
動
に
賛
同
し
、

自
由
が
丘
を
や
さ
し
さ
と
温
か

さ
の
あ
る
お
店
で
い
っ
ぱ
い
に

し
ま
せ
ん
か
？
（
※
参
加
無
料
）

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

２
０
０
７
年
、
渋
谷
温
泉
施
設

爆
発
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
車
椅

子
生
活
に
。
あ
る
飲
食
店
の
心

あ
る
対
応
に
感
動
し
、バ
リ
ア
・

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
係
な
く

「
コ
コ
ロ
の
あ
る
お
店
」
を
広

め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

■
開
催
日
時

７
月
29
日（
金
）15
時
〜

■
会
場　

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
オ

ア
シ
ス
自
由
が
丘
（
あ
お
ぞ
ら

銀
行
）・
オ
ア
シ
ス
ル
ー
ム

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合

振
興
組
合 

関
連
行
事

本紙広告募集中
お問い合わせは

自由が丘商店街振興組合事務局
☎03（3717）4541

建築行為などを行う場合には、
街並み形成委員会に
ご相談・ご提出ください！

自由が丘には、魅力的な街並みを
守り、よりよいものにしていくた
めの独自のルール「自由が丘街並
み形成指針」があります。
建築工事や広告物の設置、宅地造
成など、街並みや景観に影響のあ
る工事などを行う際には、この指
針に沿った計画としていただくよ
うお願いしています。2009年4月
から運用を開始し、これまで年20
～30件の調整を行っています

（※相談・協議は無料／各種手続き
前の段階で相談・協議願います）

■概要
・ 地区全域に共通の「全体指針」と、
「住宅」「商業」各ゾーンに適用
する指針があります

・ 地区計画や建築協定、独自の街
づくりルールを定めているエリ
アでは、併せて適用します

■対象範囲
左図で示す自由が丘、緑が丘2丁
目および中根1丁目の一部の区域

■計画内容を提出いただく
　対象行為
・建築物等の新築／増築／改築
・駐車場／駐輪場等の整備
・宅地の造成、擁壁設置など

自由が丘商店街振興組合 平成28年度 人事組織図

副
理
事
長

理事長

事
業
部
長

岡田一弥

デパート会会長
伊藤良隆

睦会会長
比護 孝

しらかば通り会
会長

杉岡春哉

広小路会会長
浅山史郎

ひかり街会長
藤田純一

総務部長
銀座会会長

原 武

福利厚生部長
髙近 誠

広報企画部長
渡邊清隆

セミナー委員長
オリエンテーション

委員長
吉川高広

美化・緑化活動
事業部長

中曽根孝之

環境副部長
小松佐千穂

出版企画事業
部長

西村康樹

環境部長
村上喜城

イベント企画
事業部長
岸 弘二

地域振興部長
魚見嘉男

自治部長
街づくり部長
加賀見悌三

青年部部長
（レッツ）

本間慎一郎
料飲部 部長

金井和宏

駅前中央会
会長

田島嘉久

南口商店会
会長

安藤柾弘

財務部長
栗山雅則

美観商店会
会長

石井利和

中央会会長
栗山幹彦

旭会会長
元佐正樹

サンリキ会
会長

石井 晃

IT 企画部長
田島広康

ご存知ですか？自由が丘地区には「街並み形成指針」があります

・高木の伐採、生け垣の撤去
・ 看板／広告物の設置、デザイン

の変更
・建築物等の解体

■お問い合わせ
自由が丘街並み形成委員会事務局

（自由が丘の街づくり会社「ジェ
イ・スピリット」内）
電話・FAX　03-3717-4601
ホームページで指針詳細や手続き
についてご案内しています
http://www.jiyugaoka-spirit.
com/
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　自由が丘マスターズ会6月定例会
は6月1日（水）、千葉県野田市にあ
る千葉カントリークラブ・野田コー
ス（6,458ヤード、パー72）で26
名が参加して行われた。
　同コースは、なだらかな丘陵地に
つくられており、多少の高低差はあ
るがフェアウェイはフラット。コー
スの難易度を上げているのが密集し
た松林で、ショットを曲げたら確実
に1打ロスする設計だ。さらにグリ
ーンは砲台でうねりがあり、正確な
ショットが要求されていた。
　当日は晴れ、蒸し暑さはなく微風
と絶好のコンディションの中、午前
８時30分、アウト・インに分かれ
てスタートした。
　前半、好スコアで回ってきたのが
アウト組：丸川（-2.5）、安藤（-2）、
川辺・佐々木（敏）（-0.5）、小宮

（+0.5）、釜口（+1）／イン組：岩

順位 競技者名 所属 OUT IN GROSS HDCP NET

優勝 安藤英俊 安藤薬品 36 36 72 4 68
準優勝 松本雄希 松本エンタープライズ 46 38 84 15 69

3 小宮伸一 自由が丘保険事務所 45 42 87 17 70
4 佐々木利加 八沢川 37 45 82 11 71
5 丸川是茂 リバティビル 40 46 86 13 73
6 佐々木敏和 朝日新聞ASA 42 44 86 13 73
7 柿本　哲 カキモトアームズ 45 44 89 16 73
8 岩下八郎 モンパリ 50 45 95 20 75
9 提橋史朗 HASUMIE 39 45 84 9 75

10 釜口謙三 大島屋 48 50 98 22 76

下（-1）、柿本（0）、
田 中（+0.5）、 栗
山・元佐（+1）。丸川、
安藤の2名が一歩抜
け出し、他は大混
戦に。
　そして後半、丸川がスコアを落と
す中、面白い展開となってきた。松
本（-5.5)、佐々木（利）(-4.5)が猛
追、一時はトップに肉薄したが、前
半の出遅れが響いたのかあと一歩及
ばず。それぞれ2位、4位となった。
それに引き換え、安藤はほとんど崩
れることなく各ホールで安定感の
あるプレイを見せてグロス72のス
コアを出し、前回ベスグロ優勝した
2015年7月（霞ヶ浦国際GC）以来
となる堂々のベスグロ優勝を遂げた。
　今月の上位成績者は別表の通り。
次回第653回（7月）は嵐山カントリ
ークラブで開催予定です。

安藤英俊（安藤薬品）、堂々のベスグロ優勝
2位には松本雄希（松本エンタープライズ）

マスターズ会 第652回 成績表
平成28年6月1日 千葉CC・野田コース（6,458y ／ P72）／天候：晴れ

BG（A）安藤英俊／ BG（B）小宮伸一／ BB 石井喜代一

自由が丘マスターズ会 第652回

広告記事

自由が丘のスポーツ

広告記事

　
“
自
由
が
丘
に
七
味
亭
あ
り
”

と
多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
て
い

る
こ
の
店
の
創
業
者
・
黒
須
芳

德
さ
ん
は
実
は
昨
年
（
平
成
27

年
）
の
暮
れ
、
年
が
明
け
れ
ば

82
歳
を
目
前
に
こ
の
世
に
別
れ

を
告
げ
た
。

　

昭
和
の
初
め
に
こ
の
街
に
居

を
構
え
た
黒
須
家
は
芳
德
さ
ん

の
お
父
様
が
宮
内
庁
勤
務
、
お

母
様
が
─
─
昔
の
七
味
亭
を
ご

存
じ
の
方
か
ら
は
「
あ
あ
、
そ

う
そ
う
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
だ
が
─
─
１
階
に

43あ
っ
た
七
味
亭
の
上
の
２
階
で

歯
科
を
開
業
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
七
味
亭
以
外
に
も
手
広
く

商
い
を
営
ん
で
い
た
２
代
目
の

芳
德
さ
ん
、
そ
の
死
を
惜
し
む

声
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
私
の
耳
に

も
届
い
て
い
る
。

　
「
こ
だ
わ
る
な
よ
」

　

長
女
で
現
オ
ー
ナ
ー
の
由ゆ

う
こ子

さ
ん
は
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て

い
た
お
父
様
の
こ
の
こ
と
ば
を

忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
普
通

の
店
で
あ
る
こ
と
、
月
に
１
回

オ
シ
ャ
レ
し
て
張
り
切
っ
て
行

く
店
で
は
な
く
、
週
に
１
回
笑

顔
で
来
て
笑
顔
で
帰
っ
て
い

く
、
そ
ん
な
店
に
な
る
こ
と
が

大
切
だ
よ
と
常
に
教
え
ら
れ
て

い
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
店
に

い
る
と
お
客
に
は
こ
の
想
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

由
子
さ
ん
が
従
業
員
さ
ん
を
呼

ぶ
時
は
「
ヌ
マ
さ
〜
ん
」「
モ

モ
ち
ゃ
ん
」。
と
に
か
く
働
い

て
い
る
人
と
の
心
の
距
離
が
と

て
も
近
い
。
と
り
わ
け
こ
の
ヌ

マ
さ
ん
は
か
つ
て
芳
德
さ
ん
が

経
営
し
て
い
た
喫
茶
＆
洋
食
店

「
ら
・
り
る
れ
ろ
」
以
来
、
45

年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
、
そ
の
頃

か
ら
出
し
て
い
る
絶
品
の
ビ
ー

フ
シ
チ
ュ
ー
は
今
も
七
味
亭
の

メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
“
輝
い
て
”

い
る
。
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し

て
テ
ー
ブ
ル
に
近
づ
い
て
き
た

接
客
係
の
男
性
は
「
ア
ル
バ
イ

ト
で
４
年
や
っ
て
居
心
地
が
良

く
て
そ
の
ま
ま
社
員
に
な
り
ま

し
た
」と
の
こ
と
。

　

そ
し
て
、
こ
の
居
心
地
の
良

さ
は
有
名
な
俳
優
や
歌
手
も
大

い
に
感
じ
て
い
る
よ
う
で
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
開
く
と
目

の
前
に
お
び
た
だ
し
い
数
の
サ

イ
ン
色
紙
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
店
内
に
も
サ
イ
ン
ま
た

サ
イ
ン
。「
店
を
始
め
た
頃
の

店
長
が
集
め
始
め
て
…
歴
代
の

店
長
が
書
い
て
い
た
だ
い
て
い

る
う
ち
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

由
子
さ
ん
。

　

私
は
も
と
も
と
自
由
が
丘
は

“
タ
レ
ン
ト
さ
ん
が
普
通
の
気

持
ち
で
食
事
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
で
き
る
街
”
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
こ
こ
七
味
亭
に
は
ボ
ト

ル
を
入
れ
て
い
る
タ
レ
ン
ト
さ

ん
が
い
た
り
、
あ
る
歌
手
の
場

合
は
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち

が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
来

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
か

ら
、
そ
の
こ
だ
わ
ら
な
さ
と
居

心
地
の
良
さ
は
さ
す
が
と
い
う

以
外
に
こ
と
ば
が
見
つ
か
ら
な

い
。

　

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
３
代
に

渡
っ
て
自
由
が
丘
に
ド
ッ
シ
リ

と
根
を
下
ろ
し
た
七
味
亭
、
毎

日
午
後
５
時
に
な
る
と
そ
の
看

板
に
灯
が
と
も
る
。

七
味
亭〈
後
編
〉

納
涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
大
会
開
催

　

振
興
組
合
青
年
部
（
通
称

レ
ッ
ツ
）主
催
イ
ベ
ン
ト「
レ
ッ

ツ
納
涼
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
大
会
」

を
７
月
25
日
（
月
）
18
時
か
ら

開
催
し
ま
す（
有
料
）。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
自
由
が
丘

商
店
街
振
興
組
合
事
務
局
ま
で

振
興
組
合 

関
連
行
事

本紙広告募集中
お問い合わせは

自由が丘商店街振興組合事務局
☎03（3717）4541

本紙広告募集中
お問い合わせは

自由が丘商店街振興組合事務局
☎03（3717）4541

　“自由が丘”から世界で活躍でき
る若手テニスプレーヤーを支援する

「TEAM自由が丘」は6月21日、リバ
ティヒルクラブで第11回総会と懇親
会を開催した。
　元・支援選手、土居美咲選手のリ
オデジャネイロ五輪初出場が確実と
なった話題が出ると、会場は拍手が
わき起こった。
　また、メッセージビデオでは、ジ
ェネラルアドバイザーのクルム伊達
公子選手と、今期支援選手で現在は
海外遠征中の宮原未穂希選手の元気
な様子が映し出され、会場を沸かせた。
　 今 年に入り、亜 細 亜 大 学国際

TEAM自由が丘総会・懇親会

TENNIS

女 子 オ ー プ ン テ ニ ス2016（ITF 
$10,000）女子ダブルスで優勝す
るなど戦績を伸ばしている宮原選手。
さらなる飛躍を期待したい。
　こうした「TEAM自由が丘」の支援
活動がもっと多くの人々に認知され、
活動を広げていく必要性を感じた。

（TEAM自由が丘）
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自
由
が
丘
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ

ー
で
８
月
４
日
か
ら
４
日
間
、

夏
恒
例
「
自
由
が
丘
納
涼
盆
踊

り
大
会
」が
開
か
れ
る
。

　

自
由
が
丘
の
盆
踊
り
会
場
は
、

都
内
で
は
類
を
見
な
い「
駅
前
」

で
行
わ
れ
る
の
が
最
大
の
特
徴
。

　

そ
の
歴
史
は
１
９
７
４
年
、

自
由
が
丘
の
シ
ン
ボ
ル
「
女
神

像
」（
通
称
）
が
駅
前
広
場
に

建
立
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言

開
催
日
時

8
月
4
日（
木
）〜
7
日（
日
）

子
ど
も
の
部　

18
時
〜
19
時

一
般
の
部　
　

19
時
〜
21
時

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ン
ゴ
大
会

︵
6
日
・
土
　
18
時
～
︶

豪
華
賞
品
が
当
た
る
恒
例
の
人

気
企
画
！
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
１
枚

に
つ
き
１
０
０
円
以
上
の
ご
寄

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
１
人
10
枚
ま
で
購
入
可
能

●
自
由
が
丘
名
物

﹁
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
う
ち
わ
﹂
販
売

︵
駅
前
本
部
テ
ン
ト
︶

●
盆
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

︵
7
日
・
日
　
19
時
～
︶

盆
踊
り
好
き
の
皆
さ
ん
集
ま

れ
！
今
年
は
ゲ
ス
ト
審
査
員
と

し
て
鳴
戸
親
方
（
元
大
関
・
琴

欧
洲
）
が
、
ゆ
か
た
姿
で
登
場

し
ま
す
。
審
査
は
「
個
人
」
が

対
象
、
入
賞
者
に
は
賞
品
も
！

シ
ェ
フ
の
ひ
と
り
言

　「
日
本
の
被
災
地
の
た
め
に

こ
の
自
由
が
丘
の
街
で
何
か
で

き
る
こ
と
を
や
り
た
い
」

　
自
由
が
丘
の
フ
レ
ン
チ
シ
ェ

フ
を
中
心
に
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
有
志
グ
ル
ー
プ
「
シ
ュ

マ
ン
・
ド
・
自
由
が
丘
」
と
、

プ
ロ
の
シ
ェ
フ
と
共
に
被
災
地

へ
料
理
を
届
け
て
い
る
被
災
地

支
援
団
体
「aoSO

RAnt

（
あ
お

ぞ
ら
ん
）」の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
開
催
し
て
い
る
「
自
由
が

丘
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ブ
ュ
ッ

フ
ェ
」
の
第
4
回
が
7
月
6
日
、

フ
ラ
ン
ネ
ル
嵯
峨
野
亭
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
私
た
ち
の
活
動
に
賛

同
し
て
く
れ
た
自
由
が
丘
と
横

浜
の
名
店
18
店
か
ら
シ
ェ
フ
が

集
合
。
こ
れ
ま
で
は
、
東
北
の

食
材
を
使
っ
た
フ
レ
ン
チ
、
イ

タ
リ
ア
ン
、
和
食
、
中
華
の
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
提
供
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
4
月
に
被
災
し

た
熊
本
・
大
分
の
食
材
も
加
え

た
創
作
メ
ニ
ュ
ー
約
40
品
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
暑
い
中
、
1
2
9
名

さ
ま
に
ご
来
店
い
た
だ
き
、
皆

さ
ま
の
ご
賛
同
と
ご
支
援
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
会
の
た
め
に
九
州
か

ら
食
材
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た

生
産
者
の
皆
さ
ま
、
ご
協
賛
い

た
だ
い
た
業
者
さ
ま
に
も
合
わ

せ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
自
由
が
丘
に
集
ま
っ
た
皆
さ

ま
の
「
思
い
」
は
、
き
っ
と
被
災

地
の
皆
さ
ま
へ
届
く
も
の
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
寄
付
金
は
会
の
参
加
料
か
ら

食
材
費
や
諸
経
費
を
差
し
引
い

た
64
万
5
0
0
0
円
が
集
ま
り
、

aoSORAnt

を
通
じ
て
熊
本
、
大

分
、
東
北
の
被
災
地
支
援
金
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
「
プ
テ
ィ
マ
ル
シ
ェ
」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ  

石
島
邦
彦

自
由
が
丘

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ブ
ュ
ッ
フ
ェ

vol.87

自
由
が
丘
納
涼
盆
踊
り

8
月
4
日︵
木
︶～
8
月
7
日︵
日
︶

自由が丘新聞
2016年（平成28年）
7月17日　第350号

わ
れ
る
。

　

期
間
中
、
駅
前「
女
神
広
場
」

に
は
特
設
や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
踊
り
の

輪
が
二
重
、
三
重
に
も
広
が
る

光
景
は
今
や
夏
の
風
物
詩
に
。

　

最
終
日
を
飾
る
「
盆
踊
り
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
は
、
今
年
は
元

大
関
琴
欧
洲
の
鳴
戸
親
方
（
写

真
下
）
が
ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し

て
出
演
す
る
。

１
本
＝
10
円
以
上
の
ご
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す
。＊

売
上
の
一
部
は
熊
本
地
震
復
興

支
援
金
と
し
て
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

ミツバチは蜜集めと同時に、次世代
へつなげるための子育ても頑張りま
す。（写真下）ミツバチの足に付いて
いるものは、蜂の赤ちゃんのご飯「花
粉団子」。小さいミツバチにはこの
運搬も重労働。人に例えると大玉ス
イカを2つ抱えるのに匹敵します。
ミツバチたちは元気な赤ちゃんを育
てるために一生懸命運びます。

自由が丘 丘ばちプロジェクト
http://okabachi.exblog.jp/

Follow me!! Instagramはじめました
@okabachi

July
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